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地方創生推進交付金（（仮称）塩竈アフタースクール事業）について 

 

１．概要 

塩竈市では、地方版総合戦略に位置づけられた、地方公共団体の自主的・主体的な取組で、

先導的なものを支援する地方創生推進交付金を利用して、放課後に子どもにとって魅力的

な事業を NPO、地域コミュニティ、ボランティア、行政、民間事業者等が協働しながら、

地域資源を活用し実施していくため、事業推進主体として（仮称）塩竈アフタースクールセ

ンターを設立し、事業の展開を図っていきます。 

 

２．事業内容 

（１）事業の効果 

 子どもの放課後の過ごし方の選択肢を広げることで、親の就労促進が図られ、また、ワ

ークライフバランスを支援することにより、親子が地域の中で安心して生活を送れる環

境を構築していきます。 

 

（２）実施方法 

①ニーズ調査 

展開する事業の方向性を計るために、保護者及び利用者のニーズ調査・分析を行う。 

②（仮称）塩竈アフタースクールセンターの設立 

事業推進主体となる NPOとともにセンターを設立する。 

③事業の展開 

子どもにとって魅力的な事業の企画、各事業者と連絡・調整を行いながら事業の開

拓・拡大を官民協働のもと実施していく。 

既存事業では放課後児童クラブやスポーツ教室、子ども食堂などの事業の充実・拡大

を図り、新規事業では大学と連携した新たな教育方法を試す学びの教室、高齢者を活用

した学習サポートや伝統行事への参加、地元事業者と連携した工場見学など、塩竈市の

魅力ある地域資源を活用した体験参加型の事業の企画を想定している。 

  

（３）重要業績評価指標（KPI） 

 事業の効果を図る指標として下記の重要業績評価指標を定めました。 

 KPI 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 KPI増加分 

女性の就業者数 0人 40人 60人 100人 

女性一人あたりの年収入額 19千円 29千円 34千円 82千円 

ニーズ調査の実施 

センター設立・事業開設数 

（実施数）1 （開設数）6 （開設数）7 14 
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３．事業タイプ 

  横展開タイプ（事業期間最大３か年度、交付上限額２５，０００千円、補助率１／２） 

 

４．事業期間 

  平成２９年１月～平成３１年３月（２年３か月） 

 

５．事業費 

  ３か年合計 ５０，０００千円 

  （H２８：３，０００千円、H２９：２２，９９０千円、H３０：２４，０１０千円） 

 

６．事業スケジュール 

平成２８年 ９月２３日  実施計画提出〆切（県） 

３０日  地域再生計画提出〆切（国） 

１１月中旬   交付対象事業の決定・公表 

民生協議会で事業概要報告 

下旬   交付決定及び計画認定 

１２月     １２月議会へ予算計上 

平成２９年 １月～３月  ニーズ調査・分析 

４月～    センター設立、新規事業・既存事業の開拓・拡充 

事業が提供でき次第、順次利用者へ 

７月頃    まち・ひと・しごと創生懇談会にてH２８事業分検証 

８月         民生協議会にて事業報告 

 

※保護者へアンケート調査の実施にあたり、より効果的な企画を立案するため、現状とニー

ズの把握を行う必要があります。そのため、次のような質問を想定しています。 

 ・（児童）現在どのように放課後を過ごしていますか 

 ・（児童）どのような放課後過ごしたいと望んでいますか 

 ・（保護者）どのように子どもに放課後を過ごしてもらいたいですか 

 ・（保護者）放課後に望む魅力的な事業の内容はどのようなものですか 

 ・（保護者）現在の勤務状況（勤務時間帯、勤務態様など） 

 ・（保護者）放課後時間帯の保護者の希望する過ごし方 など 
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（仮称）塩竈アフタースクール事業イメージ 

 

 

アフタースクール 

センター（NPO等） 

・女性の就業支援 

・ひとり親の就業支援 

スポーツ

教室 

学びの教室 

（例）英語で

算数学習） 子ども

食堂 

放課後児童クラブ

（自治体） 

放課後ディ

サービス 

 

放課後児童クラブ

（幼稚園併設型） 

学びの教室

（例）シルバ

ー力の活用） 

支援を要する児童が、 

社会に溶け込み、活躍で

きるよう支援（療育） 

 

女性の就業支援 

（KPI：女性の働き方） 

塩竈市：住みよい魅力的なまちづくり（定住） 

 

児童館の選択肢

 

 
高齢者の活躍 

体験参加型の事業企画：（例）特産物の料理教室・伝統行事参加 

     塩づくり体験・魚市場見学・伝統芸能との連携 

活動全体を通しての見守り（子どもの貧困対策・児童虐待） 

活動を通した相乗効果（コラソン・けやき教室とのつながり） 

学力向上 

シルバー力の活用 

ボランティア活動 

 

新たな学び 

（例）大学との連携 

 

放課後子ども教室との連携 

体力・運動能力向上 

ボランティア・市民活動 

 

子どもの貧困対策 

ひとり親世帯援助 

ボランティア活動 

 

高齢者の活躍 

（KPI：高齢者の働き方） 

 

一億総活躍社会 


